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ゃ
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た
け
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ぼ
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や

フ
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フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん
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部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
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リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
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タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
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モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し
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た
だ
い
ま

No.１５４

　

香
美
市
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
！
私
は
高
知
工
科
大
学
院

情
報
学
修
士
一
年
の
ズ
・
シ
ャ

オ
フ
ェ
イ(Z

h
u
 X

iao
fei)

で
す
。

私
の
故
郷
は
中
国
安
徽
省
で
す
。

そ
こ
に
は
中
国
の
仙
境
と
呼
ば

れ
る
、
四
絶(

奇
松
、
怪
岩
、

雲
海
、
温
泉)

で
有
名
な
黄
山

が
あ
り
ま
す
。
窓
か
ら
見
え
る

対
岸
の
山
に
、
絶
え
ず
白
雲
が

去
来
す
る
。
渓
流
の
響
き
、
匂

う
若
葉
。
「
五
嶽
よ
り
帰
り
来

た
り
て
山
を
見
る
こ
と
な
し
。

黄
山
よ
り
帰
り
来
た
り
て
嶽
を

見
る
こ
と
な
し
」
と
、
明
代
の

旅
行
家
の
徐
霞
客
が
称
賛
し
て

い
ま
す
。

　

日
本
に
来
る
の
は
初
め
て
で

す
。
私
が
香
美
市
に
来
て
約
２

カ
月
間
、
こ
こ
の
人
や
物
に
大

変
興
味
が
あ
り
ま
す
。
大
学
で

み
ん
な
と
交
流
す
る
の
は
と
て

も
面
白
く
て
、
み
ん
な
と
仲
良

く
し
た
い
で
す
。

ズ
・
シ
ャ
オ
フ
ェ
イ
（
朱　
　

)

中
国
／
安
徽
省

　

子
供
の
頃
か
ら
音
楽
が
好
き

で
、
５
歳
か
ら
バ
イ
オ
リ
ン
を

習
い
ま
し
た
。
日
本
の
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
、
鈴
木
鎮
一
さ
ん
が

書
い
た
テ
キ
ス
ト
を
勉
強
し
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
私
は
い
つ
も
日
本
の

芸
術
分
野
に
注
目
し
て
、
良
好

な
芸
術
の
薫
陶
を
受
け
ま
し
た
。

日
本
の
文
化
が
と
て
も
好
き
で

す
。
香
美
市
は
繁
華
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
日
本
の
文
化
が
濃

く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
私
は
こ
の

平
和
な
町
が
大
好
き
で
す
。
私

を
含
め
た
外
国
人
留
学
生
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
香
美
市
の

皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

町
の
活
働
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
努
力
で
き
っ
と
ウ
イ

ル
ス
に
勝
つ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

◆
土
讃
線
『
高
知
～
土
佐
山

田
間
』
パ
タ
ー
ン
ダ
イ
ヤ

　

３
月
13
日
に
ダ
イ
ヤ
改
正
を

実
施
し
ま
す
。
高
知
～
土
佐
山

田
間
を
９
時
～
15
時
台
に
運
転

す
る
普
通
列
車
の
土
佐
山
田
駅

発
車
時
刻
を
、
お
お
む
ね
毎
時

33
分
に
統
一
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

J
R
四
国(

電
話
案
内
セ
ン
タ
ー)

☎
０
５
７
０
・
00
・
４
５
９
２

◆
不
動
産
に
関
す
る

　

無
料
相
談

　

高
知
県
宅
建
協
会
で
は
『
不

動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
』
で

一
般
の
方
を
対
象
と
し
て
、
不

動
産(
土
地
・
住
ま
い)

に
関
す

る
問
題
等
に
つ
い
て
専
門
の
相

談
員
が
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
、
高

知
県
不
動
産
会
館(
高
知
市
上

町)

で
定
期
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
開
催
と
は
別
に
、

県
内
を
巡
回
す
る
同
様
の
無
料

相
談
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

３
月
11
日(

木)

13
時
～
16
時

【
場
所
】

香
南
市
野
市
町
公
民
館

(

の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー)

２
階　

第
３
研
修
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

公
益
社
団
法
人
高
知
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会

☎
０
８
８
・
８
２
３
・
２
０
０
１

◆
家
庭
で
取
り
組
む

　

高
知
の
道
徳

　

高
知
県
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
夢
や
志
の
実
現
に
向
け
て

『
家
庭
で
取
り
組
む

高
知
の

道
徳
』
を
全
小
中
学
生
に
配
布

し
て
い
ま
す
。
香
美
市
小
中
学

校
の
今
年
度
道
徳
意
識
調
査
結

果
で
は
、
家
の
人
と
道
徳
の
話

を
し
た
り
『
家
庭
で
取
り
組
む

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

コ
ち
ゃ
ん

今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

掲　

示　

板

　　
(山田高校マンガ部)

申し込みは誕生月の前月１日まで 。     

　　総務課    ☎５３－３１１２問

広　

告

高
知
の
道

徳
』
を
読

ん
だ
り
し

て
い
る
項

目
が
、
昨

年
度
よ
り

向
上
し
ま

し
た
。
関

連
し
て
「
自
分
に
は
、
よ
い
と

こ
ろ
が
あ
る
」
「
将
来
の
夢
や

目
標
を
持
っ
て
い
る
」
項
目
も

伸
び
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
は
、
す
ぐ
手
に
取
れ
る

と
こ
ろ
に
置
い
て
い
た
だ
き
、

今
後
も
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

連
携
し
て
道
徳
教
育
を
推
進
し

て
い
け
る
よ
う
に
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
で
ご
覧
に
な

り
た
い
方
は
、
香
美
市
教
育
委

員
会
教
育
振
興
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

教
育
委
員
会
教
育
振
興
課

☎
53
・
１
０
８
１

その１６３

088-833-7120(8:30 17:30 / ) 781-8010 4 12 7 [URL] http://www.tosaden.co.jp

う者もあった。藤原氏が戦々恐々として騒ぐ様が

見えるように思われる。

　その後も延喜十四年(９１４)左京に大火、延喜十

五年(９１５)疱瘡が流行、延長元年(９２３)京に咳病

が流行、延長七年(９２９)京は大風雨、延長八年(９

３０)京に疫病が流行、天暦元年(９４７)北野天満宮

の造営で怨霊の静まる事を願ったと言う。

　道真は平安時代後期、１８歳で律令制度の公務

員試験『進士』に合格、２３歳で『秀才』に合格

し、学問で右大臣まで昇った事により、学問の神

と信仰され、一般には、江戸時代の寺子屋に尊像

が掲げられ、正月の初天神には、天神講を行い、

天神社に参詣する慣例が定着し、『天神様』の信

仰が広まった。

　吉井勇は、福岡方面へ旅行したおりに、学問・

文筆の上達祈願に大宰府に寄り、梅種をもらい受

け、侘び住まいの早春の楽しみに播いたものであ

ろう。万葉調最後の歌人と呼ばれる勇の天神様に

寄せる思いを、『飛び梅』の香に求めるのも一興

と思うのである。     

（香美市文化財保護審議会・岡村)

　東風吹かばにほひおこせよ梅の花

　　　　　　　あるじなしとて春な忘れそ

菅原道真

　以前、猪野沢温泉(香北町猪野々)があった敷地

に『土佐の飛び梅』がある。昭和１０年頃、伯爵

歌人吉井勇が、大宰府天満宮の梅種を植えたもの

と伝わる。

　菅原道真は、醍醐天皇の右大臣(５５歳)であった

が、朝廷内の勢力争い、藤原時平の告げ口により

失脚し、大宰府に左遷された。延喜三年(９０３)２

月、大宰府で死去し、門弟が社を建てたのが、大

宰府天満宮の始まりと言われている。道真の長子

高視は、土佐国の潮江高見町に流されており、遺

品の観音像などが土佐国に届けられ、これを御神

体として『潮江天満宮』が創建されたと伝えられ

ている。土佐国と道真の間には、大きな縁がある。

道真は左大臣藤原時平を頂点とする藤原氏に追わ

れ、追った藤原氏にも負い目があったらしい。

　以降、京一帯は天変地異が頻発し、延喜八年(９

０８)宮廷紫宸殿に落雷があって多数の死傷者を生

じ、延喜九年(９０９)藤原時平が三九歳で病死、官

人は、道真の怨念と噂をし、京の北野の地主神火

雷天神と合体して怨念を晴らす挙にでていると言

第２５回  土佐の飛び梅５回  土佐の飛び梅

ほうそう

こち
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